
目　的
　1300 年の伝統と技術を継承する日本国の重要無形文化財｢本美
濃紙｣と、約 800 年の伝統技を有する「アマルフィ紙」は、共に、
永年にわたる歴史と伝統の中で、技術を継承し現在に至っていま
す。
　しかしながら、手漉き紙の需要の低迷や後継者不足から伝統文
化・伝統産業を守っていくことが困難な状況にあります。
　こうした中で、「本美濃紙」を有する美濃市と「アマルフィ紙」
を有するアマルフィ市両市は、連携・交流し、後継者の育成や世
界に向けた情報発信を行うことで、歴史的伝統文化の維持保存と
手漉き紙を活用したまち（地域）づくりや販路拡大に資すること
を目的に、「紙の文化交流」友好協定を行うものです。

美濃市・アマルフィ市「紙の文化交流」

　2013 年 5月 23 日、午前 11 時、イタリア共和国アマルフィ市庁舎議場（モレッリの間）にて、
美濃市・アマルフィ市「紙の文化交流」友好協定調印式がおこなわれました。
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